
総
務
企
画
常
任
委
員
会

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
特
別
職
の

期
末
手
当
を
令
和
５
年
度
か
ら

支
給
月
数
０・１
月
、
市
職
員
給
与
を

月
額
平
均
１・１
％
引
き
上
げ
る
も
の

問 

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
勧
告
で
は
若

年
層
に
重
点
を
置
き
給
与
を
引
上
げ
と

し
て
い
る
が
。

答 

若
年
層
は
約
３
～
５
％
引
上
げ
を
行
い
、

全
体
で
は
１・１
％
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
停

戦
へ
の
外
交
努
力
を
国
に
求
め
る
意
見
書

（
意
見
）
当
市
の
公
益
に
関
係
し
な
い
外
交

に
関
す
る
内
容
で
意
見
書
と
し
て
な
じ

ま
な
い
た
め
反
対
。

（
意
見
）
市
民
の
考
え
と
し
て
必
要
な
の
で

賛
成
。

難
民
申
請
中
の
当
市
に
住
む
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ

ん
に
在
留
特
別
許
可
を
求
め
る
意
見
書
を

法
務
省
等
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
請
願

　

参
考
人
に
出
席
を
求
め
詳
し
く
説
明
を

伺
っ
た
。

　
現
在
当
人
は
難
民
申
請
中
の
仮
放
免
者
で

あ
る
た
め
、
強
制
送
還
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
、

難
民
申
請
が
認
め
ら
れ
な
く
と
も
在
留
特
別

許
可
を
与
え
る
よ
う
、
市
議
会
と
し
て
意
見

書
を
提
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、「
運
転
士
不
足
解
消
の
た
め
財

政
支
援
を
国
に
求
め
る
意
見
書
」

教
育
文
化
常
任
委
員
会

令
和
６
年
４
月
に
牛
久
第
二
幼
稚
園
を
閉
園
。

第
一
幼
稚
園
と
の
統
合
に
伴
う
条
例
の
改
正

問 

公
立
幼
稚
園
の
今
後
の
方
向
性
と
は
。

答 

公
立
幼
稚
園
に
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
園
と

し
て
、
牛
久
市
の
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
や

子
育
て
の
不
安
解
消
の
た
め
の
機
関
と
し
て

の
役
割
や
、
民
間
の
幼
稚
園
等
で
は
受
け
入

れ
が
難
し
く
、
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
的
な
機
関
と
し
て
の

役
割
が
あ
る
。
今
後
も
、
市
内
各
園
の
保
育

者
の
相
談
窓
口
と
な
っ
た
り
、
定
期
的
に
保

育
を
公
開
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
幼
保
小
の

連
携
の
拠
点
と
し
て
、
幼
児
教
育
か
ら
小
学

校
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
目
指
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

牛
久
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

問 

出
産
に
か
か
る
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

の
期
間
と
手
続
き
は
。

答 

対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

者
の
世
帯
に
出
産
被
保
険
者
が
属
す
る
納
税

義
務
者
。
出
産
の
予
定
日
ま
た
は
出
産
の
日

の
属
す
る
月
の
前
月
分
か
ら
出
産
月
の
翌
々

月
分
ま
で
の
４
カ
月
分
の
出
産
被
保
険
者
の

保
険
税
が
免
除
。
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

産
月
の
３
カ
月
前
か
ら
出
産
月
の
翌
々
月
分

ま
で
の
６
カ
月
分
が
免
除
。
妊
娠
85
日
以
上

の
出
産
の
場
合
は
、
死
産
、
流
産
、 

早
産
、
人

工
中
絶
の
場
合
も
対
象
。
出
産
の
事
実
は
把

握
で
き
る
た
め
本
人
か
ら
の
申
請
が
な
く
て

も
免
除
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会派構成
市民クラブ 自民党

うしく２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェクト 無会派

黒木 のぶ子
須藤 京子　
杉森 弘之　
出澤  大
加藤 政之

諸橋 太一郎
石原 幸雄
髙嶋 基樹

藤田 尚美
鈴木 勝利
伊藤 知子

遠藤 憲子
大森 和夫

伊藤 裕一
水梨 伸晃

塚原 正彦
柳井 哲也

小松崎 伸　
山本 伸子
池辺 己実夫
甲斐 徳之助
磯山 和男

※ 牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

６８号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

７０号 牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

７１号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第６号）

７２号 令和５年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

７３号 令和５年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

７４号 令和５年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

７５号 令和５年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）

７６号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第７号）

７７号 牛久市教育長の任命について

議員提出議案
第６号 牛久市議会会議規則の一部を改正する規則について

議員提出議案
第７号 牛久市太陽光発電の適正な設置及び管理に関する条例について

意見書案第６号 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める意見書の
提出について

意見書案第７号 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書の提
出について

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議
決
結
果

６７号
牛久市特別職の職員で常勤
のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例
について

〇黒木
〇須藤
〇杉森
×出澤
〇加藤

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

６９号 牛久市立幼稚園設置条例の
一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

決議案
第４号

令和５年度牛久市一般会計補
正予算（第６号）に対する附帯
決議について

〇黒木
×須藤
×杉森
×出澤
〇加藤

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見
書案
第８号

イスラエルによるガザ攻撃中
止と即時停戦への外交努力を
日本政府に求める意見書の提
出について

〇黒木
〇須藤
〇杉森
×出澤
〇加藤

× × 〇 〇 〇 × × × × × 否
決

意見
書案
第９号

運転士不足解消のための財政
支援を求める意見書の提出に
ついて

〇 × × × 〇 × × × × × 〇 否
決

意見
書案

第１０号

オブエザ・エリザベス・アルオ
リウォさんに在留特別許可を
求める意見書の提出について

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 可
決

請願
第５号

エリザベスさんに在留特別許
可を求める意見書提出に関す
る請願

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 採
択

請願
第６号

下水道料金の値上げ中止を求
める請願書 × × × × 〇 × × × × × ×

不
採
択

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果
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常
任
委
員
会
審
査
報
告



予
算
常
任
委
員
会

う
し
く
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式

会
社
へ
の
経
営
安
定
化
補
助
金

１
０
０
０
万
円

問 

黒
字
化
し
て
い
く
た
め
の
政
策
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

市
が
主
導
と
な
り
、
黒
字
化
に
向
け
て
、

現
在
の
作
付
け
状
況
の
見
直
し
や
高
収

益
作
物
へ
の
転
換
等
を
検
討
。
２
年
後
の

黒
字
化
を
目
指
し
、
収
支
計
画
や
経
営

改
善
計
画
を
作
成
す
る
。

附
帯
決
議
を
提
出

　
農
業
部
門
の
事
業
の
方
向
性
を
示
し
、
市

民
に
対
し
て
必
要
な
説
明
を
行
い
、
株
主
と

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
の
指
導
・
助
言
を
行
い
、

早
期
の
経
営
改
善
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
る

も
の
。（
詳
細
は
牛
久
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

下
根
中
学
校
の

法
面
復
旧
工
事
約
２
３
０
０
万
円

問 

崩
壊
原
因
と
そ
れ
に
対
応
し
た
工
事
の

内
容
は
。

答 

豪
雨
に
よ
る
表
流
水
が
法
面
の
表
面
を

侵
食
し
た
こ
と
で
、
不
安
定
化
が
起
き
、

雨
に
よ
る
重
量
増
加
で
崩
壊
が
起
き
た
。

工
事
の
内
容
は
、
の
り
先
部
分
の
保
護
、

盛
り
土
内
に
砂
利
等
を
使
用
し
た
排
水

層
を
設
置
す
る
。
法
面
の
表
面
は
草
木

類
等
を
繁
殖
さ
せ

る
こ
と
で
、
雨
水

対
策
を
行
う
。
下

根
中
学
校
の
北
側

か
ら
保
育
園
に
続

く
道
路
の
補
修
工

事
も
法
面
工
事
に

含
ん
で
い
る
。

電
力
・
ガ
ス
等
の
価
格
高
騰
対
策

非
課
税
世
帯
等
へ
７
万
円
支
給

問  
支
給
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
契
約
締
結
な
ど

を
行
い
、
２
月
上
旬
に
１
回
目
の
支
給

を
行
う
予
定
。
申
請
方
法
に
つ
い
て
、

従
来
の
確
認
書
の
返
送
に
よ
る
申
請
と
、

新
た
に
プ
ッ
シ
ュ
型
申
請
（
返
送
が
不

要
）
を
検
討
し
て
お
り
、
安
全
で
早
く

支
給
で
き
る
方
で
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
。

教
育
長
の
任
命

　
令
和
５
年
12
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

新
教
育
長　
川か

わ
む
ら村
始と
も
こ子
氏

任
期 

令
和
５
年
12
月
７
日
～
令
和
７
年
9
月
30
日

環
境
建
設
常
任
委
員
会

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
切
な
設
置

や
管
理
に
関
す
る
条
例
案

議
会
と
し
て
条
例
案
を
提
出

　

▼
本
会
議
で
可
決

（
内
容
）
市
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
設

置
、
管
理
及
び
撤
去
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
、
そ
の
適
切
な
実
施
の
た
め

の
助
言
、
指
導
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

事
業
区
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
災
害
発
生
の
防
止
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
生
活
環
境
の
保
全
並
び
に
地
域

住
民
等
の
生
活
と
の
調
和
を
図
り
、
市

民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
目
的
と
す

る
も
の
。

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の

さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
意
見
書

（
内
容
）
誰
も
が
取
り
組
め
る
脱
炭
素
ア
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

国
民
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、

国
に
対
し
特
段
の
取
り
組
み
を
求
め
る

も
の
。

下
水
道
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る

請
願
書

（
内
容
）
今
年
４
月
か
ら
の
下
水
道
使
用
料

金
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る
も
の
。

可決
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崩壊した法面

グリーンファーム株式会社は、平
成 30 年から５期連続の赤字決算
であり、令和５年度においては、お
よそ 870 万円の赤字が予想され、
経営の改善に取り組む必要がある。

内容をご覧いただけます！  
今年度より、牛久市に提出された請願や陳情、また議員が議会に提出した議案
を牛久市議会ホームページに掲載しています。 

「請願・陳情」ご意見やご要望を直接市議会に提案できる制度。請願の提出には
議員１名以上の紹介が必要。  

「議員提出議案」 〇意見書：市政の発展にかかる事柄に関して、市議会の意見
を国などに意見として伝える手段。  

          〇決  議：議会の意思を対外的に表明するために行われる議
会の議決。 

        他に、議員による新たな条例の提案など、発案者である議員が
議案を提出する。 

 
 
 

 「請願」・「陳情」・「議員提出議案」 


